
初日
しょにち

は開会式
かいかいしき

の後
あと

、8つの地
ちい

域
き

グループご

とに集
あつ

まって子どもフォーラムの目標
もくひょう

や話
はな

し合
あ

いたいテーマを決
き

めました。日本は東南
とうなん

アジ

アのグループに入り、話し合いのルールは「だ

まって人の話を聞く」、そして目標
もくひょう

は「楽しくやろう！」とい

うことに決
き

まりました。話し合いたいテーマには、教育
きょういく

、商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾取
さ く し ゅ

、健康
けんこう

問題
もんだい

の順
じゅん

に多
おお

く意
い

見
けん

があげられました。

午後
ご ご

には「国連
こくれん

子ども特別総会
とくべつそうかい

」とは何か、この総会が最
さい

後
ご

にとりあげようとしていた文書
ぶんしょ

“A World Fit for Children

（子どもにふさわしい世界）”の案
あん

にどんなことが書
か

かれてい

るか、などの説明があり、こ

の総会がひらかれる理
り

由
ゆう

やこ

の10年間の子どもの状況
じょうきょう

、

会議で何がおこなわれるのか

を聞きました。メディアによ

る取材
しゅざい

についての注意
ちゅうい

などが

あった後
あと

、最後に子ども参
さん

加
か

者
しゃ

全員
ぜんいん

で写真
しゃしん

を撮
と

り、1日目

は終わりました。

子ども記者からの
質問に答えるキャ
ロル・ベラミー
ユニセフ事務局
長。子どもたちは
会期中各界のリ
ーダーたちと積極
的に話しました。

ユニセフ 子どもネットニュース
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2日目は、次の4つの「委
い

員会
いんかい

」を決
き

めるこ

とからはじまりました。「委員会」には各
かく

地
ち

域
いき

グループからひとりずつの委
い

員
いん

を出
だ

します。

メディア担当
たんとう

（取材
しゅざい

に応
おう

じる）、 閉会
へいかい

セレモ

ニー担当、 話し合いの評価
ひょうか

担当、 話
はな

し合
あ

いの内容
ないよう

をまと

める担当。

その後は、 教育
きょういく

、 子どもの兵
へい

士
し

、 参
さん

加
か

と協力
きょうりょく

、 搾
さく

取
しゅ

と暴力
ぼうりょく

と虐待
ぎゃくたい

、 HIV/エイズ、 貧困
ひんこん

、 環境
かんきょう

、 健康
けんこう

、

の8つのテーマグループに自
じ

由
ゆう

に分
わ

かれ、話し合いをおこない

ました。私は 搾取と暴力と虐待グループに参
さん

加
か

し、日本に

は子どもの商業的性的搾取を目的
もくてき

にアジアに出かける男性
だんせい

が

いるということを発表
はっぴょう

しました。私のグループにはアフリカや

インドなどの子どもたちが多
おお

く集
あつ

まり、子どもの労働
ろうどう

やスト

リートチルドレンについて多く話されました。ユーゴスラビア

から来ていた子が、テレビで放送
ほうそう

されているセックスや暴
ぼう

力
りょく

のシーンのことを問題にしていたことが印象
いんしょう

に残
のこ

っています。

話し合いの後、全員で集まり、話し合われた内容
ないよう

を発表
はっぴょう

し

ました。教育についての発表では、「もっと学校
がっこう

をたてるべき

だ」「先生
せんせい

の数を増
ふ

やさないと」などの意見が多く、それを聞

いて日本の教育の問題点、たとえば「子どもの基
き

本
ほん

的
てき

な権
けん

利
り

について知らない」などとはすこし次
じ

元
げん

がちがうな、と感
かん

じ

ました。

最
さい

終
しゅう

日
び

は、本
ほ ん

会
か い

議
ぎ

中
ちゅう

のサイドイベントの参
さん

加
か

者
しゃ

を決めました。本会議場でおこなわれる各

国からの発表やパネルのほかに、会場となって

いた国連
こくれん

ビルのさまざまなところで、関連
かんれん

のサ

イドイベントがおこなわれる予
よ

定
てい

だったのです。

私は昨年
さくねん

12月にひらかれた「第2回 子どもの商業
しょうぎょう

的
てき

性的
せ い て き

搾
さ く

取
しゅ

に反対
はんたい

する世
せ

界
かい

会
かい

議
ぎ

（横浜会議）」のフォローアップイ

ベント“Beyond Yokohama（横浜をこえて）”に参加する

ことになりました。このイベントは9日の午後
ご ご

ひらかれ、横浜

会議のビデオ上
じょう

映
えい

後
ご

、10分間の子ども代表
だいひょう

によるプレゼンテ

ーションの時
じ

間
かん

に、私と、もうひとりの日本からの政府子ど

も代表だった澤
さわ

野
の

佳
よし

子
こ

さんとアフリカから来ていた男の子と

で、ひとつのスピーチを発表
はっぴょう

しました。スピーチの内容
ないよう

は、私

と澤野さんの強
つよ

い希
き

望
ぼう

で、横浜会議で発表された子ども・若

者代表によるファイナルアピールを盛
も

り込
こ

むというかたちにな

りました。ファイナルアピールのポイントの中からいくつかを

補
ほ

足
そく

説明
せつめい

しながら、子どもたちが何をアピールしたかを伝え

ました。横浜会議の子ども・若者代表によるファイナルアピ

ールは、最終
さいしゅう

的
てき

に国連
こくれん

文書
ぶんしょ

となり、各国
かっこく

に正式
せいしき

な記
き

録
ろく

文書
ぶんしょ

と

して配
くば

られました。それも成
せい

果
か

のひとつになったと思います。

「子どもフォーラム」最
さい

終
しゅう

日
び

の閉会式
へいかいしき

はすごい盛
も

り上
あ

がり

でした。希
き

望
ぼう

者
しゃ

をつのり、1カ国1～2分ほどの出し

物が次から次へとおこなわれました。民
みん

族
ぞく

衣
い

装
しょう

を着
き

て踊
おど

ったり、歌
うた

ったりする子

どもが多
おお

く、日本の子どもたちは、

はっぴやゆかたを着て三本
さんぼん

締
じ

めで

会場
かいじょう

を盛
も

り上
あ

げました。

©UNICEF/HQ02-0077/
Susan Markisz
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「国連子ども特別総会」に世界の子どもたちが参加 

せ 

こ
え 

と
ど 

こく れん とく べつ そう かい せ かい さん か 

かい きず 

2002年5月8日から10日まで、アメリカ合衆国
がっしゅうこく

のニューヨークで、「国連
こくれん

子ども特別総会
とくべつそうかい

」がひらか
れました。この会

かい

議
ぎ

は、今
こん

後
ご

およそ10年
ねん

の間
あいだ

に子ど
もたちのために世

せ

界
かい

が何
なに

をするのかを約束
やくそく

する大切
たいせつ

な
会
かい

議
ぎ

で、ユニセフもその成功
せいこう

に向
む

けて長
なが

い間とりく
んできました。
会議には、60カ国以上の首脳

しゅのう

、およそ180カ国の
政
せい

府
ふ

の高官
こうかん

、250人以上の各国
かっこく

の国会
こっかい

議
ぎ

員
いん

、そして
政
せい

治
じ

以
い

外
がい

の分
ぶん

野
や

から合計
ごうけい

6000人もの参
さん

加
か

者
しゃ

が集
あつ

ま
りました。1989年に「子どものための世界サミッ
ト」がひらかれてから、世界の子どもたちの状況

じょうきょう

は
どれだけよくなったのか、それとも悪

わる

くなったのか、
これから何をしなければならないのか、真剣

しんけん

な話
はな

し合
あ

いが続
つづ

きました。
この会議が子どもたちにとって大切

たいせつ

だった理
り

由
ゆう

がも
うひとつあります。それは、子どもたちが初

はじ

めて国連
総会に正式

せいしき

に参
さん

加
か

したことです。世界153カ国から
集
あつ

まった404人（女子241人、男子163人）の子ど

もたちは、本
ほん

会
かい

議
ぎ

直前
ちょくぜん

の5月5日～7日にひらかれた
「子どもフォーラム」に参加しました。司

し

会
かい

も子ども、
出席者
しゅっせきしゃ

も子ども、最初
さいしょ

のゲストスピーカーを除
のぞ

いて
まったくおとなのいない、3日間の子どもたちだけの
会議でした。そして、「国連子ども特別総会」の開会
式で、子どもの代表

だいひょう

2人がスピーチをおこない、「国
連子ども特別総会」が最終日

さいしゅうび

に会議の結論
けつろん

とした
文書
ぶんしょ

「子どもにふさわしい世界」の内容
ないよう

にも大きな
影響
えいきょう

を与えました。

子どもたちは、この大切な国際会議で、どのよう
に活躍

かつやく

したのでしょう。元
もと

ユニセフ子どもネットワー
カーで、「国連子ども特別総会」に政府子ども代表
のひとりとして参加した田

た

中
なか

郁
いく

江
え

さんに報告
ほうこく

してもら
いました。田中さんは、昨年12月に横浜

よこはま

でひらかれ
た「第2回子どもの商業的

しょうぎょうてき

性的
せ い て き

搾取
さ く し ゅ

に反対する世界
会議」にも参加し、そのときの体験

たいけん

をこの会議で発表
はっぴょう

しました。

子どもフォーラム開会式で自作の“世界が
必要としていること”という歌をひろうし
た10歳のシャウン・トンプソンくん。

©UNICEF/HQ02-0067/Susan Markisz

国連子ども特別総会開会式
©UNICEF/02-0144/Susan Markisz

子どもフォーラムの参加者たち
©UNICEF/HQ02-0074/Susan Markisz

子どもフォーラムに参加する
田中郁江さん（左）©日本ユニセフ協会

子どもフォーラムの最終日。それぞれの
民族衣装などを身につけた参加者達が、

風船をとばしました。

©UNICEF/HQ02-0119/Susan Markisz

田
た

中
なか

郁
いく

江
え

さん

からの

「子どもフォーラム」
報告
ほ う こ く

©UNICEF/02-089/Susan Markisz
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子どもフォーラムと子ども特別総会に参加して

率直
そっちょく

な感想
かんそう

として、「子どもフォーラム」は、問題
もんだい

はあったけれ

ど、子ども参
さん

加
か

をはじめておこなった国連総会
こくれんそうかい

にしては、成功
せいこう

したと

いえるのではないかと思います。なにしろ子どもが400人
にん

以
い

上
じょう

もいた

ので、収拾
しゅうしゅう

がつかず、何がおこなわれているのかよく把
は

握
あく

できなかっ

たり、通訳
つうやく

の問題などから時
じ

間
かん

がむだにかかってしまったり、という

ことが多
おお

かったです。しかし、それは何より「子ども参加」を常
つね

に念
ねん

頭
とう

においていたからだと思います。決
き

めごとがスムーズにいかず、時
じ

間
かん

がオーバーしていてもファシリテーター（司
し

会
かい

者
しゃ

）は口を出
だ

さず、だ

まって見
み

まもっていました。話し合いのときも、内容
ないよう

を重
じゅう

視
し

するより、

全員がかならず発言
はつげん

することに気
き

を配
くば

っていました。それでも英
えい

語
ご

が

できる人が多
た

少
しょう

有
ゆう

利
り

であったことは事
じ

実
じつ

ですが、横浜
よこはま

会
かい

議
ぎ

のような大

きな混乱
こんらん

はなく終
お

わったことに心からホッとした、というのが正直
しょうじき

な

ところです。

だから、よく言えば「子ども参加」を本当
ほんとう

に考
かんが

えたフォーラムでし

たが、悪
わる

く言えば内容
ないよう

の薄
うす

い話
はな

し合
あ

いだったと思います。しかし、世

界中の400人の子どもが集まって内容の濃
こ

い話し合いをするのは本当

にむずかしいと思うし、同
おな

じ想
おも

いを持
も

った子どもたちが世界中から400

人も集まってきたという事
じ

実
じつ

だけでもすばらしいことだなと実感
じっかん

しまし

た。横浜
よこはま

会
かい

議
ぎ

のファイナルアピールの時
とき

の感動
かんどう

がよみがえり、あの時

のような一体感
いったいかん

をまた実感
じっかん

できました。

子どもの問題
もんだい

に対するとりくみとして、1990年代は「教育
きょういく

」や「健康
けんこう

」が中心
ちゅうしん

となっていまし

たが、今回
こんかい

これに加
くわ

えて「虐待
ぎゃくたい

・搾取
さくしゅ

・暴力
ぼうりょく

」や「HIV/エイズ」があらたな課
か

題
だい

とされました。ま

た、思
し

春
しゅん

期
き

の子ども（およそ12～17歳）へのとりくみや、子ども参
さん

加
か

がより大切
たいせつ

にされました。

●総会
そうかい

で約束された主
おも

なこと●

○ 赤
あか

ちゃんや5歳
さい

になる前
まえ

の子どもが命
いのち

を失
うしな

う割合
わりあい

を、2010年までに少なくとも3分

の1へらし、2015年までには、3分の2へらす

○ 赤ちゃんを妊娠
にんしん

したり出産
しゅっさん

したりするお母
かあ

さんが命
いのち

を失
うしな

う割合
わりあい

を、2010年までに少

なくとも3分の1へらすとともに、2015年までには4分の3へらす

○ 2015年
ねん

までにすべての子どもたちが基
き

礎
そ

的
てき

な保
ほ

健
けん

サービスを受
う

けられるようにする

○ 2010年までに、学校
がっこう

に行
い

くはずの年齢
ねんれい

なのに学校
がっこう

に行っていない子どもの数
かず

を半分
はんぶん

にへらし、10人のうち9人の子どもは小学校やその代
か

わりになる場
ば

所
しょ

に通
かよ

えるよう

にする

○ 2015年までに小学校
しょうがっこう

や中学校
ちゅうがっこう

における男女
だんじょ

の不
ふ

平等
びょうどう

をなくす

○ 2010年までに読
よ

み書
か

きや計算
けいさん

のできるおとなの割合
わりあい

を50％増
ふ

やす

○ 最
もっと

も深刻
しんこく

な影響
えいきょう

を受
う

けている国
くに

は2005年、世
せ

界
かい

全体
ぜんたい

では2010年までに、15～24

歳
さい

のHIVの感染率
かんせんりつ

を50％へらす、という目標
もくひょう

を実現
じつげん

するために、達
たっ

成
せい

期
き

限
げん

を定
さだ

めた

国内目標
こくないもくひょう

を2003年までにつくる。

○ HIVに感染
かんせん

している赤ちゃんや幼
おさな

い子どもの割合
わりあい

を、2005年までに20％、2010年

までに50％へらす

14 歳
さい

のとき、軍隊
ぐんたい

に入りました。家
か

族
ぞく

はひとりのこらず殺
ころ

されてしまい、

復
ふく

しゅうしようと思っていたのです」

「国連
こくれん

子ども特別総会
とくべつそうかい

」の前日に、国連
こくれん

安全
あんぜん

保
ほ

障
しょう

理
り

事
じ

会
かい

でひらかれた「紛争
ふんそう

下
か

の子

ども」についての会合
かいごう

に、戦争
せんそう

で被
ひ

害
がい

を受
う

け

た3人の子どもと若者
わかもの

が参
さん

加
か

し、自分たちの過
か

酷
こく

な体験
たいけん

を話
はな

しました。イズマエルは3

年間
ねんかん

シエラレオネの内戦
ないせん

を戦
たたか

いました。「他
ほか

の人を思
おも

いやるような人間的
にんげんてき

な気持
き も

ちはだんだ

ん消
き

え、銃
じゅう

を持
も

っていることが心
ここ

地
ち

よくなっていきました」イズマエルは当
とう

時
じ

のことをそう

ふりかえります。その後、リハビリテーション・センターで学校
がっこう

に通
かよ

うようになってはじめ

て、自分のしたことに対する罪
つみ

の深
ふか

さと恥
は

ずかしさを感
かん

じるようになったといいます。よう

やく社会
しゃかい

復
ふっ

帰
き

したイズマエルは、現在
げんざい

アメリカで勉強
べんきょう

しています。

この会合で、アナン国連
こくれん

事務
じ む

総長
そうちょう

は、「あまりにも長
なが

い間
あいだ

、子どもたちが兵
へい

士
し

として使
つか

われてきたことが悔
く

やまれます」と話し、国連が子どもの兵
へい

士
し

をなくすためのあらたな対策
たいさく

をすすめると発表
はっぴょう

しました。

5月8日には、ニューヨークのマンハッタンは、「子どもの権
けん

利
り

を守
まも

ろう」という子どもたちのパレー

ドでうめつくされました。100カ国以上の子どもたちが、自
じ

分
ぶん

の国の国
こっ

旗
き

や、「世
せ

界的
かいてき

な教育
きょういく

キャ

ンペーンを」と書
か

かれたオレンジ色
いろ

の風船
ふうせん

、「子どもの兵士をなくそう」というプラカードを持
も

ったり、

「子どもの労働
ろうどう

をなくそう」と書
か

かれたTシャツを着たりして行進
こうしん

しました。行進しながら、「わたした

ちは何がほしい？」「子どもの権利！」というメッセージを大声でうったえました。沿道
えんどう

では、おとな

たちが拍手
はくしゅ

を送
おく

り、商店
しょうてん

やレストランから出てきた人が子どもたちを応援
おうえん

しました。

5月7日、「子どもフォーラム」の最終
さいしゅう

日
び

には、この総会
そうかい

に向
む

けて全
ぜん

世
せ

界
かい

でとりく

まれていたセイ・イエス・フォー・チルドレン・

キャンペーンで集
あつ

まった署名
しょめい

の数
かず

が発表
はっぴょう

されま

した。その数は、194か国から合計
ごうけい

9400

万
まん

以
い

上
じょう

。これだけの人びとが、子どもたちへ

の思
おも

いを署名
しょめい

というかたちで明
あき

らかにし、子ど

ものために行動
こうどう

を起
お

こすよう声
こえ

をあげたのです。

世界のおよそ60人にひとりはこの署名
しょめい

に参
さん

加
か

したことになります。

署名の数は、ネルソン・マンデラ氏とグラ

サ・マシェル氏に報告
ほうこく

され、世界中の人びと

の声は、集まった全
ぜん

世
せ

界
かい

の各界
かっかい

のリーダーに

大きな影響
えいきょう

を与
あた

えました。ユニセフ子どもネッ

トワーカーが集めた署名
しょめい

の数は8,804でした。
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国連子ども特別総会」の初日
しょにち

、子どもたちによ

るスピーチを発表したのは、ボリビアから来

た13歳
さい

のガブリエラ・アリエッタさんとモナコから

来た17歳
さい

オードリー・シェイヌさんです。さまざま

なところで権
けん

利
り

を守
まも

られずにくらしている子どもたち

の代
だい

理
り

として、ふたりは力
ちから

強
づよ

いメッセージを世界に

伝
つた

えました。

スピーチ 「わたしたちにふさわしい世
せ

界
かい

」（一部抜
ばっ

すい）

「わたしたちは世界の子ども。わたしたちは、搾取
さくしゅ

や虐待
ぎゃくたい

の犠
ぎ

牲
せい

になっている子ども。わたし

たちはストリートチルドレン。わたしたちは戦争
せんそう

の子ども…。わたしたちは、これまで声
こえ

を聞
き

かれることのなかった子どもです」

「わたしたちにふさわしい世界がほしいのです。子どもにふさわしい世界は、すべての人にふさ

わしい世界でもあります」

「わたしたちにふさわしい世界では…

「わたしたちは約束
やくそく

します。おとなになったときにも、子どもである今
いま

と同
おな

じ情熱
じょうねつ

をもって、子どもたちの権
けん

利
り

を守
まも

ることを」

「わたしたちは世界の子ども、生
う

まれや育
そだ

ちは違
ちが

っても、共通
きょうつう

の現実
げんじつ

を分かち合う

のです。あなたがたは子どもを未
み

来
らい

と呼
よ

びます。けれどもわたしたちは、今を生き

る存在
そんざい

でもあるのです」
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・子どもの権
けん

利
り

が大
だい

事
じ

にされます

・搾取
さくしゅ

も虐待
ぎゃくたい

も暴力
ぼうりょく

もありません

・戦争
せんそう

もありません

・必要
ひつよう

な医
い

療
りょう

が受
う

けられます

・HIV/エイズがなくなります

・環境
かんきょう

が守
まも

られています

・貧困
ひんこん

の悪循環
あくじゅんかん

はありません

・教育
きょういく

が受
う

けられます

・子どもたちが積極的
せっきょくてき

に参
さん

加
か

する

ことができます」

マンハッタンは子どもで
いっぱいに

国連子ども特別総会での子どもたち

保
ほ

健
けん

について

教育
きょういく

について

HIV/エイズ
について

9400万人
まんにん

の「SAY
セイ

YES
イエス

！」

国連本部で「Say Yes」
の誓いをするアナン国連
事務総長と子どもたち
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「わたしたちにふさわしい世
せ

界
かい

」 元
もと

子どもの兵
へい

士
し

の証言
しょうげん

「 「

「国連
こくれん

子ども特別総会
とくべつそうかい

」で約束
やくそく

されたこと




